
 

図. 流線図(左)、およびレーザーエネルギーの時間波形(右) 
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レーザー核融合の高速点火方式に基づく炉

設計が進められている。このうち、炉心の爆縮

については、コーン付爆縮で高いRの爆縮コア

の形成すること、および超高強度レーザーによ

って燃料コアへの加熱する効率の向上が重要

な鍵を握る。ここでは前者の爆縮過程について

考える。また、炉スケールの炉心のシミュレー

ションの簡略化のため、炉スケールの爆縮につ

いては1次元で設計を行い、コーンの影響につ

いては小さいスケールの2次元シミュレーショ

ンを行いその相似性から妥当性の検討を行っ

ている。 
 従来の中心点火方式の爆縮過程とは異なり、

核融合点火条件である高密度と同時に高温状

態を達成する必要はない。このため、従来の爆

縮（爆縮速度約3.5x107cm/s）よりも遅い爆縮速

度で燃料圧縮する方式 [1]が有効であるとされ

ており、今回はこ

れに基づいた1次
元爆縮設計を行っ

た。 

加熱レーザーと

のバランスから、爆

縮 コ ア の 目 標 を

R=2.5 g/cm2とした。

爆縮の流体力学的

効率を 5%と仮定す

ると500kJ程度あれ

ば達成できる値で

ある。 

 図.に爆縮のレー

ザーエネルギーを

480kJ(レーザー波

長 350nm)で低速爆

縮 ( 最 大 速 度

2.0x107cm/s)を仮定した場合の１次元爆縮の流線

(a)、およびレーザーの波形(b)を示す。時間

29.7ns のときに最大密度半径積 2.83 g/cm2 に達

している。さらに、その前後 200ps に亘って 2.50 

g/cm2 を超えていることから、コーン先端が破断

しなければ高速点火に適した爆縮であるといえ

る。 

 これをベースとして、２次元シミュレーションで

コーン付爆縮の妥当性について検証を行っている。、

特に、コーン付爆縮の非球対称性、コーン材質の違

いによるコーン先端の破断タイミング、流体力学的

不安定性に対するロバストさを中心に調べており、

詳細を発表する予定である。 
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